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『 子鑢馬の背に揺 られて 』
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『  イエ スは何 処 rヽ  』
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『  私 は見 てい ない  』
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≪ 子鑢馬の背に揺 られて 》

ユーフラテス川のほと′,の 町ペ トルに住んでいた神の人 、預言者バラム

は、主なる神の意向に従い、モアプのニバラグの招聘 を再二断 りましたが 、

工の家臣の執拗な要請 を固辞するの も憚 られて、ある朝 、菫い腰 を上げて、

雌 .瞳 馬の背にまたが リモアプに向けて由立 します 。ところが雌饉馬が歩き

始めた途端 、主の使いが行 く手に立ちはだか ります。パラムの日には何 も

見えませんから、彼は雌 ,鑢 馬の腰 を打 って前進 を試みます。ところが雌 ,強

馬は地面に うず くまります。すると、不思議なことには人間と纏馬 との押

し間答がは じまります。見るに見かねて主の使いが とうとう姿 を現 し、バ

ラムの暴挙 を糾弾 したのでした。鼈馬には人間には見えない ものや理解 し

難い不思議なものを察知する能力があるのだそうです。 (民 数記22章 )

さて、今 日の福音書に出て くる磁馬は生まれてこの方、まだ誰 も背中に

乗せたことのない子瞳馬です。本来なら調教 しなければな りません。けれ

ども、その 日、子 ,鑢 馬は何の抵抗 もな くイエスを背中に乗せるとナき始め

たのです。昔の雌て鑢馬 と同様に、瞳馬には神やその使いの意志 を察知する

台ヒカが備わっていたのです。こうしてゼカ リヤ書の預言が注目されます。

あなたの二があなたの ところに来 る。彼は正 しき者であ って、勝澪||

を得 る者 。へ りくだ って 、鑢馬に乗 って来 る、雌 `瞳 馬の子 、子瞳馬に

乗 って。              (ゼ カ iリ ヤ書 9:9c以 下 )

“あなたの上 ''の 風情 を漂わせたナザ レのイエスは、子.鐵 馬の背に揺 ら

れて、エルサレムに入城 します。

ホ サ ナ 。上 の 名 に よ って来 られ る方 に 、ネ几福 が あ る よ うに 。 イス ラ

エ ル の上 に 。

会せ ても詠い慣れた詩篇の歌調 (118:26)が 、読みなれたゼカ :ブ ヤ

書の意
・
業 とともに 、エルサ レムの民衆のィむの中から溢れ出てきました。

教圃讚美歌 1編 129(21-309)。 130番 は、その時の光景を歌

に したものです。 130番 は、な`ぜか大相撲の晨彰式にも使用 されます。
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≪ イエ スは何処′ヽ  ≫ 《 私は見 ていない 》

あなたがたが私 を嗜び、来て私に祈るならば、私 |よ 聞 く。私 を投 し

求めるならば見出し、`億 を尽 くして私 を尋ね求めるならば、私は見山

される。          (エ レミヤ警 29112-14o)

昔代 、ユダの地に残瞥した預言者エ レミヤが 、バ ビロニアに逹れ去 られ

たユダヤ人の支配階増や二候貴族に宛てた手紙の中の一節です。 “私 "と

は、 “主なる神 "ご 自身のことです。信仰は神 を見由し、不信仰は神 を逮

ざける。このことを人間に悟 らせるのが預言者の使命です。燦 を尽 くし神

を探 し、尋ね求める者の前に 、神は惜 しみな くその姿を現 され る、とい う

ことを。

全ての造 り主である神は、ご自身の被造物である人間に、何 ら遠慮する

必要はあ りません。む しろ、人間が一方的に不信仰に陥 り、神の前から逃

げ回っている、これがアダムとイプにはじまる “失楽園症候群 "で あり、

人類は生得的にこれ を保有 しています 。

さて、神から “逃げ回る "と ヽヽ う人類 (特有 ?)の 罪に相反 して、雌 を

尽 くして主 イエスを、葬られた基の中にまで尋ね求めた人がいます。四福

音書に記載 された複数の証人の中で例外な くその名が記 されているのはマ

ググラのマ |,ア だけです。当時者の追跡 を選れて隠れ家に潜お弟子たちを

よそに、マ リアは (香 油 をイエスに塗るために )、 葬られてニ ロロの日曜

日の早朝 、イエスの書民る基′＼と恙ざます。イエスの受難 と薇活にまつわる

最 も多 くの情報 を確保 しているヨハネ福音警は、最初に基へ と向かったの

は複数の女性たちではな くマ リアの単独行動であったことを明か します。

かつて、「 あなたはメシア (キ リス ト )で す 」とイエスに向かって告白

をしたペ トロ、これに異存のなかった弟子たちの信 じた相手 こそ、飲食iを

共に しゝ最後は十字架にか力ヽ り、血 を流 し、えに絶えた「 神の子 」で した。

彼 らの日で見たメシアとは、何の抵抗 もせず 、極「晨まで
｀
このせに生きた神

の子キ リス トで したが 、 (メ シアとは )そ れ以上でも以下で もなかった。

イエスの死後 、弟サたちに強いられた潜伏期間はいつまで続 くので しょ

う。この沈黙 を破 る報せが 、彼 らの隠れ家に届 きます。その場所が難な く

迪 り着ける場所だったのか、どれほどの時間がかかったのか 、福音響はそ
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のことには触れません。一報 を受けた静子たちは少人数で 、ひそかに現地

に向かいますが 、一行の中に トマスの姿はあ りません。彼 らは範華|た 者のマ

リアと共に、イエスの基が空であることを確1認 しますが、復活 したイエス

との再会 を果たせぬ まま、マ リアを現地におき去 りに して、隠れ家に戻 り

ました。彼女は独 り、基の前で泣 き崩れ 、もうなす術 もあ りません。

すると後方から締 りかける声が します、「 なぜ泣 くのか 」と最初に彼女

に問 うたのは、天使で
｀
した。彼女は目的の人の体が基から持ち去 られたこ

とを入使に告げ ます。するとさらに後方か らもう一人 、彼女に同 じ質問を

する声が聞こえます。「 女 よ、なぜ泣 くのか 」と。マ |リ アは答えます、体

がどこに持ち去 られたのか知 っていたら教 えて くれ と。すると、天使では

ない方の人物が答えます 、「 マ リア 」。彼女は意気
'|イ

沈 してお り、その声

の上が誰なのかに気が付 くのに、少 しだけ時間がかか ります。しか し、次

の動間、ここで歴史的な再会が果たされたのです。イエスとマ リアの二人

だけの再会は唯一 、ヨハネ福音書に記載があ ります。

その後 、弟子たちが 、どのダイミングで復活の イエスと再会 を果たした

のか 、統一見解はあ 夕,ま せん。ただその時、イエスが隠れ家に現れて弟子

たちに向かってかけた言葉が 、「 あなたがたに平和があるように 」とい う

ものだったことが 、複数の福音書に記 されています。

さて、イスカ リオチのユダが脱落して 11人 となっていた弟子たちの中

で 、その時 、唯一人 、再会を暴たせなかった弟子がいます 、トマスです。

他の 10人の弟子たちが 、彼
'舌

のイエスから言葉 と聖霊とを受けていた時

に (ヨ ハネ福音薔20:20)、 彼は不在だったのです。 トマスもイエスのえ を

どこかで見届けています。さらに、死人の後活などあ りえないと言い張 り

ます 。彼は、十字架のイエスの「手に釘の痰があ り、脇に深い剌 し傷があ

り _l絶命 していたことを丸明 |キ鮨ってぃたので した。他ならぬ イエス自身

も、そんな彼の ことはご存じです。

さて、隠れ家の戸は八 日後 も厳菫に施錠 されたままで したが 、そこにイ

ェスが入 って来ます、「 あなたがたに平和があるように (ユ 度 目 )」 。「 あ

なたがた 」は一人増えて 11人 となっています。トマスは驚 '|ミ琴しました。

イェスは トマスに語 りかけます、「私の手 を見たか、今度はあなたの手

を私の脇腹に入れてみなさヽヽ 」。 その時 、トマスが叫んだ言葉は、イエス

の観活後の 、弟子の最後の信仰告台とな ります。「 私の主 、私の神 よ 」。

(3)


